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研究成果の概要（和文）：地球科学的モデル化を通じて、スロー地震の発生原理解明を目指して研究を行った。
(A)スロー地震諸現象の時間空間的な関連性の解明、(B)現実的プレート運動システムにおけるモデル化、(C)巨
大地震を含むプレート運動システムの予測可能性の検討、と3分野で研究を推進した。
(A)ではスロー地震の広帯域の描像を明らかにしたことを中心に、見かけ上異なる現象の関連性理解に大きく貢
献した。(B)では熱や水、複数断層など現実的要素を取り入れた様々なモデルを開発した。(C)では特に実験研究
が進展し、震源核の2次元的な成長を把握するという大きな成果を得た。また機械学習による新たな研究の方向
性についての手がかりも得た。

研究成果の概要（英文）：Through geoscientific modeling, we conducted research to elucidate the 
principles of slow earthquakes. Specifically, the research was divided into three parts: (A) 
clarification of the temporal and spatial relationships among slow earthquake phenomena, (B) 
modeling in realistic plate tectonic systems, and (C) investigation of the predictability of plate 
motion including giant earthquakes.
In (A), we made a major contribution to understanding the relationship between apparently different 
phenomena, focusing on the clarification of the broadband picture of slow earthquakes. In (B), we 
developed various models incorporating realistic factors such as heat, water, and multiple faults. 
In (C), experimental studies were particularly advanced, and a major achievement was the 
understanding of the two-dimensional growth of the rupture nucleus. We also obtained clues for new 
research directions using machine learning.

研究分野：固体地球惑星物理学

キーワード： スロー地震　沈み込み帯　微動　摩擦　潮汐　水　巨大地震　予測可能性

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
今世紀に見つかった新しい現象「スロー地震」の発生原理についての研究を行った。特にこれまで別々に考えら
れていた様々な現象がひとつながりの現象であることを、多くの証拠を使って示したことに意義がある。また、
巨大地震発生に至るプロセスを再現する数値計算と岩石実験を行い、地震の準備過程についての理解を深めた。
現在実用的な地震の予測は難しいが、なぜ難しいか、という点で物理学的な理解が深まった。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

新学術研究領域「スロー地震学」は、近年世界中で発見された奇妙な現象、スロー地震の発生様

式、発生環境、発生原理を明らかにすることを目的としていた。その中で、本計画研究 C01 班

は地球科学的立場から発生原理の解明を担当した。 

研究開始段階で、国際研究コミュニティではスロー地震研究の標準化への期待が急速に高まっ

ていた。本研究では世界各地で断片的に観察されるスロー地震的現象を理解する標準となるよ

うな、包括的モデルを作成し、世界のスロー地震研究をリードすることを目指した。 

 

２．研究の目的 

スロー地震は微動、低周波地震、スロースリップなど異なる様相を持ち、多くは沈み込み帯で観

察されるものの、地域的多様性が高い。また巨大地震発生地域周辺で発生し、巨大地震発生との

関連も示唆されている。そこで本計画研究ではスロー地震諸現象の時間空間的な関連を調べ、現

実的条件を仮定した数値モデルを構築、巨大地震を含めたプレート運動システムの予測可能性

を調べる。様々な数値計算モデルをベースとして、数値計算、理論モデル、実験で得られる様々

な知見を反映させる。さらに他計画研究の地球物理学的観測、物質科学的観察・実験、物理学的

理論・実験などの結果を利用、かつ適切にフィードバックすることで分野融合的な研究を推し進

める。そして世界のプレート境界の地球科学的環境の違いを参考に、現実的数値モデルを用いて

発生する現象の違いを説明する。 

 

３．研究の方法 

本研究計画は地球科学的モデル化を通じて、スロー地震の発生原理解明を目指して研究を行っ

てきた。より具体的には、(A)スロー地震諸現象の時間空間的な関連性の解明、(B)現実的プレー

ト運動システムにおけるモデル化、(C)巨大地震を含むプレート運動システムの予測可能性の検

討、と 3つのカテゴリーに分けて研究を推進した。手段としては数値モデルを利用した研究を主

体とし、各種のデータ解析や実験研究も並行して行い、総合的にスロー地震の発生原理解明を目

指した。また他研究計画の地球物理学的観測や物質科学的観察、実験や理論的考察の結果を適切

に取り込み、領域としてのスロー地震現象の理解に貢献すること、なかでも領域全体で行ってい

るスロー地震カタログ作成へ貢献をすることも目指した。 

 

４．研究成果 

(1)概要 

3 つのカテゴリーのうち、(A)についてはスロー地震の広帯域の描像を明らかにしたことを中心

に、見かけ上異なる現象の関連性理解に大きく貢献した。(B)では熱や水、複数断層など現実的

要素を取り入れた様々なモデルを開発した。(C)では特に実験研究が進展し、震源核の 2次元的

な成長を把握するという大きな成果を得た。また機械学習による予測可能性という、新たな研究

の方向性についての手がかりも得た。これらの研究は多数の論文として学術誌に公表されてい

る。5年間各研究分担者・研究協力者が個々に成果を上げるとともに、領域集会に加えて毎年 C01

研究集会を行うなど、計画研究内部での議論を活発に行ったことが、より深みのある研究成果創

出へつながった。 

 



(2)広帯域スロー地震の描像 

2016年 4月に紀伊半島沖で発生したM6.0の地震と大規模な浅部スロー地震活動およびその前後

の活動によって、スロースリップ、超低周波地震、テクトニック微動が同期発生しており、100

秒から数ヘルツまで連続的なシグナルを放出していることが分かった(Araki et al., 2017, 

Science; Nakano et al., 2018, Nature Comm.; Kaneko et al., 2018, GRL; Ariyoshi et al., 

2021, Frontier Earth Sci.)。これらの性質は超広帯域ブラウン運動スロー地震モデルで良く

説明できる(Ide and Maury, 2018, GRL; Ide and Yabe, 2019, PAGEOPH)。超低周波地震とテク

トニック微動の間のシグナルは深部スロー地震でも見られることも示され（Ide, 2019, JGR; 

Masuda et al., 2020, EPS, 図１）、少なくとも 0.01 Hz 以上の地震学的帯域ではスロー地震は

超広帯域現象として発生していることが明らかになった。一方で東北沖で検出されたテクトニ

ック微動（Nishikawa et al., 2019, Science）は普通の地震と近接しており、普通の地震とス

ロー地震のすみわけという従来の考えに修正を迫ることになった。 

  

 

(3)現実的摩擦則によるスロー地震の理解 

RSF 摩擦則を用いたシミュレーションによってスロー地震の理解が大きく進んだ。摩擦特性が交

互に変化する単純な線断層モデルだけでスロー地震（および普通の地震）の様々な振る舞いを説

明することができることが明らかになった（Yabe and Ide, 2017, JGR; 2018, GRL; 2018, PEPI）。

単純１枚面でない断層では摩擦パラメータが一様であっても複雑なスロースリップが生じ得る

ことを示した (Mitsui, 2018, EPS)。また余効すべり伝播速度と摩擦特性について定量的な関

係式が導けることを示した(Ariyoshi et al., 2019, Tectonophysics)。また潮汐が短期的 SSE

発生に及ぼす影響を平板に円形パッチ状の領域を設定したモデルで計算した。潮汐は SSE 発生

の周期を安定化させ、外的な擾乱後により早く SSE を発生させる。一方、短期的 SSE の伝播フロ

ントでは潮汐の効果は弱まることが分かった。 

 

(4)スロー地震と温度と水 

西南日本(Ji and Yoshioka, 2017, GRL; Suenaga et al., 2019, JGR)、東北日本～関東(Ji et 

al., 2017, JGR; Ji et al., Sci. Rep.; Suenaga et al., 2018, Tectonophysics, 図２)、カ

スカディア(Ji et al., 2017, GRL)、ヒクランギ(Suenaga et al., 2018, JGR)、北部～中部チ

リ（Ji et al., 2019, J. Gepdynamics）の沈み込み帯において、2次元、及び 3次元温度構造

図１：広帯域スロー地震のスケーリング

(Masuda et al., 2020)より 



モデリングを実施した。これらの結果から１）沈み込む海洋プレートの年齢が若いほど、高い温

度でスロー地震が発生する傾向があること、２）スロー地震の発生位置は、沈み込み方向の脱水

勾配の値で規定されることが明らかになった。水については、地表付近の水の荷重変形による応

力載荷サイクルが地震活動を誘発している可能性 (Mitsui and Yamada, 2017)や微動のサイズ

頻度分布をコントロールしている可能性（Nakano and Yabe, 2021, GRL）が指摘されている。 

 

 

(5)プレスリップの実験的観察 

自然断層に近い不均質な実験環境におけるプレスリップの時空間的把握のため、メートル規模

の岩石試料を用意し摩擦実験を実施した。岩石試料内に埋設した歪ゲージにより、プレスリップ

の 2次元的な成長を観察することに成功した（Fukuyama et al., 2018, Tectonophysics）。また

載荷速度が増すと震源核形成が起きないこと（Xu et al., 2018, Tectonophysics、図３）、断層

面の不均質性が増すとプレスリップが始まる位置の予測が困難になること（Yamashita et al., 

2018, Tectonophysics）、極めて不均質な場合には前震の cascade-up から本震が発生すること

（Yamashita et al., 2021, Nature Communications）など多くの知見を得た。 

 

図３：載荷速度の違いによる破壊伝播の違い(Xu et al., 2018)より 

 

(6)巨大地震と予測可能性 

2011 年東北地方太平洋沖地震後の余効変動が余震とは指数の異なるスローなべき乗減衰をして

いたことを見出し、余効変動が単純に余震を誘発するという概念が成り立っていないことを示

した (Morikami and Mitsui, 2020, EPS)。同現象に機械学習の一種である再帰型ニューラ ル

ネットワークを適用し、予測性の向上に成功した(Yamaga and Mitsui, 2019, GRL)。遠地実体波

図２：プレート境界温度構造モデリング

の例(Suenaga et al., 2018)より 



を用いた巨大地震の解析によって、巨大地震でもスロー地震等でみられる逆破壊伝播のような

破壊伝播を持つ地震や、間欠的に加速・減速する地震が存在することを明らかにした(Hicks et 

al., Nature Geosci., 2020; Okuwaki et al., 2020, EPSL)。 
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Long-term slow event at the Tonga Trench inferred from GNSS, GRACE, and seismicity

Tremor activity before and after the Mw 7.8, 2016 Kaikoura earthquake

Quantitative relationship between aseismic slip migration speed and frictional properties

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題
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2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名
Joint Workshop on Slow Earthquakes 2019（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Joint Workshop on Slow Earthquakes 2019（国際学会）

Oba, S., and Y. Mitsui

Yamaga, N., and Y. Mitsui

Nishikawa, T., and T. Nishimura

Yamashita, F., E. Fukuyama, and S. Xu

Joint Workshop on Slow Earthquakes 2019（国際学会）

Joint Workshop on Slow Earthquakes 2019（国際学会）

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

Inertia term governs displacement of stick-slip experiment

Machine learning of postseismic deformation of the 2011 Tohoku-Oki earthquake based on recurrent neural network

Realtime monitoring of seismicity anomaly around Japan using the ETAS model

Foreshock activities controlled by slip rate on a 4-meter-long laboratory fault

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題
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2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本地震学会2019年度秋季大会

日本地震学会2019年度秋季大会

日本地震学会2019年度秋季大会

柴田 律也・及川 元己・麻生 尚文・中島 淳一・井出 哲

麻生 未季・麻生 尚文・井出 哲

水野尚人・井出哲

松澤 孝紀・加納 将行・田中 優作・麻生 尚文・井出 哲・小原 一成

日本地震学会2019年度秋季大会

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

放射パターンを考慮した経験的グリーン関数を用いた震源過程解析

パークフィールドの低周波地震の震源メカニズム解 ー理論波形振幅を用いた振幅インバージョンー

最近傍探索を用いたマッチドフィルターと深部微動すべりインバージョンの高速化

「スロー地震データベース」の取り組み



2019年

2019年

2019年

2019年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本地震学会2019年度秋季大会

日本地震学会2019年度秋季大会

日本地震学会2019年度秋季大会

 ３．学会等名

増田滉己・井出哲・太田和晃・松澤孝紀

Toh, A., W. Chen, D. Dreger, W. Chi, and S. Ide

 ２．発表標題

 ２．発表標題

麻生 尚文・安藤 亮輔・井出 哲

井出哲

日本地震学会2019年度秋季大会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

脈動帯域におけるスロー地震信号

南海トラフ東部に沈み込む海嶺と浅部超低周波地震の震源分布

Rupture simulation in a temporally stochastic stress field

大小の地震の始まりが全く同じということは意外によくある

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名
日本地震学会2019年度秋季大会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本地震学会2019年度秋季大会

山佳典史・三井雄太

山下太・福山英一・徐世慶

中村 嘉孝・吉岡 祥一・馬場 俊孝

末永 伸明・吉岡 祥一・季 穎鋒

日本地震学会2019年度秋季大会

日本地震学会2019年度秋季大会

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

再帰型ニューラルネットワークによる2011年東北地方太平洋沖地震の余効変動の機械学習

大型岩石摩擦実験で再現された Cascade-upプロセス

理論津波波形を用いた断層すべり分布のインヴァージョンの検討

琉球海溝におけるフィリピン海プレートの沈み込みに伴う３次元温度構造モデリング

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本地震学会2019年度秋季大会

日本地震学会2019年度秋季大会

日本地震学会2019年度秋季大会

大庭伸一・三井雄太

及川 元己・麻生 尚文・中島 淳一

秋山 峻寛・吉岡 祥一

縣 亮一郎・飯沼卓史

日本地震学会2019年度秋季大会

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

スティック・スリップ実験のすべり量を支配する慣性項

蔵王・岩手山・肘折で発生する深部低周波地震のメカニズム

GNSSデータを用いた2000年三宅島・神津島周辺の地震・火山活動に伴う地殻変動のモデル化

陸・海域の測地データを用いたすべり逆解析へのデータ共分散の導入と南海トラフ域のすべり欠損分布推定への適用



2019年

2019年

2019年

2019年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本地震学会2019年度秋季大会

International Conference in Commemoration of 20th Anniversary of the 1999 Chi-Chi Earthquake（招待講演）（国際学会）

2019 SCEC Annual Meeting（国際学会）

 ３．学会等名

Ide, S.

Ariyoshi, K., R. Burgmann, JP. Ampuero, T. Matsuzawa, A. Hasegawa, R. Hino, and T. Hori

 ２．発表標題

 ２．発表標題

三井雄太・渡邊識

西川友章・西村卓也

日本地震学会2019年度秋季大会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

Characteristics and interpretation of broadband slow earthquakes

Quantitative relationship between slow earthquake migration speed and frictional properties

GNSSデータのソフトクラスタリングに基づく伊豆半島基部のブロック境界推定：東海スロースリップ前後で変化はあったか？

Realtime monitoring of seismicity anomaly around Japan using the ETAS model

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題
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 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名
IUGG 27th General Assembly（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

11th International Workshop on Statistical Seismology（国際学会）

Nishikawa, T.

Ide, S.

Ji, Y., S. Yoshioka, V.C. Manea, M. Manea, and N. Suenaga

Ariyoshi, K., R. Burgmann, JP. Ampuero, T. Matsuzawa, A. Hasegawa, R. Hino, and T. Hori

IUGG 27th General Assembly（国際学会）

IUGG 27th General Assembly（国際学会）

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

Revealing the earthquake swarm activity along the Japan Trench and its relation to the structural heterogeneity

Frequent observation of identical onsets of large and small earthquakes

Subduction thermal structure, metamorphism and seismicity beneath northcentral Chile

Quantitative relationship between slow earthquake migration speed and frictional properties

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題
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2019年
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 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

The 7th International Conference on Coupled THMC Processes（招待講演）（国際学会）

The 7th International Conference on Coupled THMC Processes（国際学会）

Taiwan-Japan Workshop on Crustal Dynamics（国際学会）

Yamashita, F., E. Fukuyama, and S. Xu

Yamashita, F., E. Fukuyama, and S. Xu

Nishikawa, T., and T. Nishimura

Ide, S.

Workshop on rock friction, nonlinear physics and slow earthquakes（国際学会）

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Two types of foreshock activities observed on a meter-scale laboratory fault: Slow-slip-driven and cascade-up

Foreshock activities controlled by slip rate on a 4-meter-long laboratory fault

Comparison between earthquake swarm activity and crustal movements in the Hikurangi Margin, New Zealand

Brownian model for slow earthquakes



2019年

2019年

2019年
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 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

JpGU meeting 2019（国際学会）

JpGU meeting 2019（国際学会）

JpGU meeting 2019（国際学会）

 ３．学会等名

Aso, M., N. Aso, and S. Ide

Shibata, R., N. Aso, J. Nakajima, and S. Ide

 ２．発表標題

 ２．発表標題

Aso, N., R. Ando, and S. Ide

Nishikawa, T., T. Matsuzawa, K. Ohta, N. Uchida, T. Nishimura, and S. Ide

JpGU meeting 2019（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

Evaluation of Magnitude and Characteristics of Seismicity of Low Frequency Earthquakes in Parkfield

Source process of recent M6-class inland earthquakes in Japan

Stochastic modeling of slow earthquakes comparable to observations

Revealing the slow earthquake activity in the Japan Trench and its relation to the 2011 Tohoku-Oki earthquake
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 １．発表者名
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JpGU meeting 2019（国際学会）
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JpGU meeting 2019（国際学会）

Aso, M., N. Aso, and S. Ide

Ide, S., T. Nishikawa, T. Matsuzawa, K. Ohta, N. Uchida, and T. Nishimura

Masuda, K., S. Ide, and K. Ohta
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JpGU meeting 2019（国際学会）

JpGU meeting 2019（国際学会）

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

Variation of Focal Mechanisms of Low Frequency Earthquakes in Parkfield

Tectonic tremor catalog in the Tohoku-Hokkaido-Oki region using S-net

Detection of slow earthquakes in the microseism frequency band (0.05-1.0 Hz) by large-scale waveform

Further evidence for the influence of a subducting-ridge on the spatial strain accumulation and release pattern in the
shallow eastern Nankai Trough, based on VLFE distribution

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題
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 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

JpGU meeting 2019（国際学会）

JpGU meeting 2019（国際学会）

JpGU meeting 2019（国際学会）

Masaru, N., and S. Yabe

塩崎一郎・宇都智史・上嶋誠・畑岡寛・村上英記・大志万直人・飯尾能久・安藤和也

Suenaga, N.,  S. Yoshioka, and Y. Ji

Nakata, R.,  H. Hino, T. Kuwatani, T. Akiyama, S. Yoshioka, M. Okada, and T. Hori

JpGU meeting 2019（国際学会）

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Variations of scaling relationships for shallow tremor observed along the Nankai trough

中国・四国地方の基盤的比抵抗構造調査(2019年度)

Three-dimensional thermal modeling associated with subduction of the Philippine Sea plate at the Ryukyu Trench, and its
relation to the occurrence of interplate seismic events

Spatial distribution of slow slip events off the Boso peninsula from 1996 to 2018 under sparsity constraints
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2019年
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 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

JpGU meeting 2019（国際学会）

JpGU meeting 2019（国際学会）

JpGU meeting 2019（国際学会）

 ３．学会等名

大庭伸一・三井雄太

山下太・福山英一・徐世慶

 ２．発表標題

 ２．発表標題

三井雄太・森上竣介

三井雄太・加藤隆寛

JpGU meeting 2019（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

自然地震のすべり－長さスケーリング則と室内実験との距離の定量化

4m長の模擬断層上で観察されたすべり速度に依存する前震活動

Slow decay of postseismic deformation compared with aftershocks following the 2011 Tohoku-oki Earthquake

GNSSデータのL1インバージョンに基づく2008-2010年富士山膨張イベントの力源深さ推定

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題
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 ３．学会等名
JpGU meeting 2019（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

JpGU meeting 2019（国際学会）

Ariyoshi, k., JP. Ampuero, R. Burgmann, T. Matsuzawa, A. Hasegawa, R. Hino, and T. Hori

余 君宇・八木 勇治・松澤 孝紀・奥脇 亮

鮎貝 崇広・八木 勇治・奥脇 亮・茅野 奎太・清水 宏亮

奥脇 亮・八木 勇治

JpGU meeting 2019（国際学会）

JpGU meeting 2019（国際学会）

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

Quantitative relationship between aseismic slip migration speed and frictional properties

Automatic Approach to Low-Frequency Earthquakes Detection in Southwest Japan Based on Deep Learning Technique

断層面上における高周波励起現象の解釈を可能にするすべり速度・破壊伝播速度変化の可視化手法

Source-rupture process of the intraplate earthquake; its diversity related to the fault geometry and damaged fault zone

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題
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 ２．発表標題
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 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

JpGU meeting 2019（国際学会）

JpGU meeting 2019（国際学会）

JpGU meeting 2019（国際学会）

及川 元己・麻生 尚文・中島 淳一・松澤 暢

Martinez, R. O. P., X. P. Campos, and K. S. Singh

山佳典史・三井雄太

長谷川 拓也・永野 憲・松本 浩幸・有吉 慶介・脇田 昌英

JpGU meeting 2019（国際学会）

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Mechanisms transition of LFEs beneath Zao volcano due to the stress change induced by the 2011 Tohoku earthquake

Analysis of radiated seismic energy distributing in aftershock sequences at the Guerrero, Mexico subduction zone

再帰型ニューラルネットワークによる2011年東北沖地震後の余効変動予測の試み

北海道南東沖における親潮の後退に関係した海底圧力変動



2019年

2019年

2019年

2019年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

2019 Seismological Society of America Annual Meeting（国際学会）

European Geosciences Union General Assembly 2019（国際学会）

スロー地震学 C01班研究集会

 ３．学会等名

Ariyoshi, k., JP. Ampuero, R. Burgmann, T. Matsuzawa, A. Hasegawa, R. Hino, and T. Hori

麻生未季・麻生尚文・井出哲

 ２．発表標題

 ２．発表標題

Nishikawa, T., T. Matsuzawa, K. Ohta, N. Uchida, T. Nishimura, and S. Ide

Ariyoshi, k., JP. Ampuero, R. Burgmann, T. Matsuzawa, A. Hasegawa, R. Hino, and T. Hori

2019 Seismological Society of America Annual Meeting（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

Quantitative relationship between Aseismic migration speed and frictional properties

パークフィールドにおける低周波地震の震源メカニズムと地震活動の特徴

Slow Earthquake Segmentation as a Barrier to the 2011 Tohoku-Oki earthquake rupture

Quantitative Relationship Between Aseismic Slip Propagation Speed and Frictional Properties

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題
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2019年

2019年
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 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名
American Geophysical Union Fall meeting 2018（招待講演）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

スロー地震学 C01班研究集会

水野尚人・井出哲

井出哲

Ide, S.

Yabe, S., and S. Ide

スロー地震学C01班研究集会

2019 GeoPRISMS TEI Synthesis & Integration

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

ニューラルネットワークを用いた微動と地震の判別法

低周波地震はartifactか？

Slow Earthquakes Worldwide: Database and Interpretation with the Science of Slow Earthquakes Project

Foreshocks and aftershocks on the frictionally heterogeneous fault

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題
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 ３．学会等名

 ３．学会等名
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American Geophysical Union Fall meeting 2018

American Geophysical Union Fall meeting 2018

American Geophysical Union Fall meeting 2018

Enescu, B., K. Shimojo, A. Opris, Y. Yagi, and J. Zhuang

Okuwaki, Ryo., and Y. Yagi

Matsuzawa, T., and B. Shibazaki

Nakamoto, K., Y. Hiramatsu, and T. Matsuzawa

American Geophysical Union Fall meeting 2018

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Triggering and Decay Characteristics of Dynamically Activated Seismicity in Japa

How Does Frequency-band-limited Backprojection Image Relate to Actual Slip Behavior?

Numerical simulation of slow slip events in the Hyuganada and Shikoku region

Spatial features of deep low frequency tremors occurring during the L-SSE period in Tokai and Western-Shikoku, southwest
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 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

American Geophysical Union Fall meeting 2018

American Geophysical Union Fall meeting 2018

American Geophysical Union Fall meeting 2018

 ３．学会等名

Ide, S., and S, Yabe

Aso, N., R. Ando, and S. Ide

 ２．発表標題

 ２．発表標題

Nishikawa, T., and T. Nishimura

Uemura K., S. Ide, and H. Aochi

American Geophysical Union Fall meeting 2018

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

Two-Dimensional Probabilistic Cell Automaton Model for Broadband Slow Earthquakes

Stochasticity representing heterogeneity and reproducing various earthquakes

Comparison between Comparison between earthquake swarm activity and slow slip activity in the Ryukyu and Hikurangi Trenches

Criticality of Self-similar Earthquake Rupture Propagation against Energetic Barrier

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2018年

2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名
American Geophysical Union Fall meeting 2018

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

American Geophysical Union Fall meeting 2018

Nakano, M., S. Yabe, H. Sugioka, and S. Ide

Shimizu, K., Y. Yagi, R. Okuwaki, and Y. Fukahata

Romanet, P., and S. Ide

Mizuno, N., and S. Ide

American Geophysical Union Fall meeting 2018

American Geophysical Union Fall meeting 2018

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

Event size distribution of shallow tectonic tremor in the Nankai trough

Development of an inversion method to extract information on fault geometry from teleseismic data

Newly detected tremors in Puysegur and Marlborough fault system, New Zealand

Classification of tremor and earthquake with neural network

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2018年

2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

American Geophysical Union Fall meeting 2018

American Geophysical Union Fall meeting 2018

American Geophysical Union Fall meeting 2018

Morishig, M.

Tanaka, M., and S. Yoshioka

Yoshioka, S., Y. Ji, V.C. Manea, and M. Manea

Mitsui, Y., and T. Kato

American Geophysical Union Fall meeting 2018

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Mechanism of fluid flow near the plate interface: the importance of a thin, low-viscosity layer

Spatiotemporal locking state on the plate interface prior to the 2011 Tohoku-Oki earthquake inverted from GNSS data

Seismogenesis of Dual Subduction Beneath Kanto, Central Japan Controlled by Fluid Release

Temporal evolution of the slow inflation event and the following transient increase of background seismicity at Mt. Fuji



2018年

2018年

2018年

2018年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

JST-JICA-UNAM Workshop for the Mid-term Evaluation

JST-JICA-UNAM Workshop for the Mid-term Evaluation

RAUGM 2018

 ３．学会等名

Suenaga, N., S. Yoshioka, V.C. Manea, M. Manea, and Y. Ji

Ide, S.

 ２．発表標題

 ２．発表標題

Chang, T., and S. Ide

Yoshioka, S.

American Geophysical Union Fall meeting 2018

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

Three-dimensional thermal modeling associated with subduction of the Cocos plate beneath southern Mexico, and its relation
to the occurrence of interplate seismic events

Seismic Observation of Slow Earthquakes in Nankai, Cascadia, and Mexico

Anchoring Megathrust Slip & Seismicity: An Empirical Study

Three-dimensional thermal modeling associated with subduction of the Cocos plate beneath southern Mexico, and its relation
to the occurrence of interplate seismic events

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2018年

2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名
日本地震学会2018年度秋季大会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

京都大学防災研究所平成30年度研究発表講演会

Nishikawa, T., T. Matsuzawa, K. Ohta, N. Uchida, T. Nishimura, and S. Ide

三井雄太・加藤隆寛

山佳典史・三井雄太

井出哲･麻生尚文・矢部優

日本測地学会第130回講演会

日本測地学会第130回講演会

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

Slow-earthquake Segmentation as a Barrier to the Rupture of the 2011 Tohoku-Oki earthquake

L1インバージョンに基づく富士山膨張イベントの時間変化の推定

再帰型ニューラルネットワークによるGNSS時系列データ予測の数値実験

地震発生プロセスと確率過程

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2018年

2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本地震学会2018年度秋季大会

日本地震学会2018年度秋季大会

日本地震学会2018年度秋季大会

麻生尚文・安藤亮輔・井出哲

植村堪介・井出哲・青地秀雄

藤亜希子・井出哲・Wu-Cheng Chi

中野優・矢部優・杉岡裕子・井出哲

日本地震学会2018年度秋季大会

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

確率論的な応力擾乱で再現されるスロー地震

フラクタルな不均質性をもつ断層でのGR 則のb 値と応力の関係

広帯域海底地震計の近地記録に基づく浅部VLFE とtremor の関係

浅部低周波微動のサイズ－頻度分布



2018年

2018年

2018年

2018年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本地震学会2018年度秋季大会

日本地震学会2018年度秋季大会

日本地震学会2018年度秋季大会

 ３．学会等名

森上竣介・三井雄太

及川 元己・麻生 尚文・中島 淳一・松澤 暢

 ２．発表標題

 ２．発表標題

長田史應・吉岡祥一・馬場俊孝

田中もも・吉岡祥一

日本地震学会2018年度秋季大会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

東北日本沈み込み境界における大きな地震後のモーメント解放速度・余震数の時間的減衰

東北日本で発生する火山深部低周波地震のメカニズム解

東北地方太平洋域地震の隣接地域における想定海溝型巨大地震に伴う津波の数値シミュレーション

東北地方太平洋沖地震前 15 年間の地殻変動から推定したプレート間の固着・非地震性すべりの時空間分布

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2018年

2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名
日本地震学会2018年度秋季大会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本地震学会2018年度秋季大会

西川友章・西村卓也

Chang, T., and S. Ide

安藤亮輔・今西和俊・内出崇彦・別所明彦・藤亜希子・金子りさ・井出哲

三井雄太

日本地震学会2018年度秋季大会

日本地震学会2018年度秋季大会

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

琉球海溝・ヒクランギ海溝における群発地震活動とスロースリップ活動の比較

Anchoring Earthquake Slips: A Common-axis Study on Large Subduction Zone Earthquakes

2018 年Mw5.5 大阪府北部の地震の動的破壊シミュレーション：逆断層から横ずれ断層への破壊乗り移り

速度・状態依存摩擦則に従う断層が並行する場合：スロースリップ断層ときどき高速すべり化

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2018年

2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本地震学会2018年度秋季大会

日本地震学会2018年度秋季大会

日本地震学会2018年度秋季大会

山下太・福山英一・徐世慶

福山英一・山下太・徐世慶

Xu, S., E. Fukuyama, and F. Yamashita

松澤孝紀・芝崎文一郎

日本地震学会2018年度秋季大会

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

4m長模擬断層面で観測された主破壊に至るまでの前震活動の特徴

高速伝播するゆっくりすべり

Evolution of Fault Zone Properties Inferred from Fault-Interface Rayleigh Wave Speed Measurement

四国・日向灘地域におけるスロースリップイベントの数値シミュレーション



2018年

2018年

2018年

2018年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本地震学会2018年度秋季大会

10th ACES International Workshop

日本火山学会 2018年度秋季大会

 ３．学会等名

Fukuyama, E., F. Yamashita, and S. Xu

及川 元己・麻生 尚文・中島 淳一・松澤 暢

 ２．発表標題

 ２．発表標題

中本敬大・平松良浩・松澤孝紀

Yabe, S., T. Tonegawa, and M. Nakano

日本地震学会2018年度秋季大会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

Superfast Propagation of Slow Slip Rupture in Large-scale Rock Friction Experiments

SP振幅比を用いた火山深部低周波地震の発震機構解の推定

西南日本の長期的SSE期間に誘発される深部低周波微動の空間的特徴

浅部低周波微動の地震波エネルギー

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2018年

2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名
10th ACES International Workshop

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Japan-Latin America Academic Conference 2018 at Nikko

Chang, T., and S. Ide

Ide, S.

Yamashita, F., E. Fukuyama, and S. Xu

Yoshioka, S., Y. Ji, V. C. Manea, and M. Manea

Japan-Latin America Academic Conference 2018 at Nikko

10th ACES International Workshop

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

Anchoring Megathrust Slip & Neighboring Seismicity: An Empirical Study on Large Subduction Zone Earthquakes

Slow earthquake in Japan and Latin America

Superfast Propagation of Slow Slip Rupture in Large-scale Rock Friction Experiments

Seismogenesis of Double Subduction Beneath Kanto, Central Japan Controlled by Fluid Release

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2018年

2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

10th ACES International Workshop

Joint Workshop on Slow Earthquakes 2018

Joint Workshop on Slow Earthquakes 2018

Tanaka, M., and S. Yoshioka

Saez, M., S. Ruiz, S. Ide, and H. Sugioka

Ide, S., and S. Yabe

Aso, N., R. Ando, and S. Ide

Joint Workshop on Slow Earthquakes 2018

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Spatiotemporal Distributions of Interplate Coupling and Aseismic Slips Prior to the 2011 Tohoku-Oki Earthquake Inferred From
GNSS Data

Intense tremor activity detected by OBS stations in the Chile Triple Junction: A manifestation of a continuous slow slip?

2D PCAmodel for broadband slow earthquakes

Slow slip and tremors driven by stochastic stress perturbation



2018年

2018年

2018年

2018年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Joint Workshop on Slow Earthquakes 2018

Joint Workshop on Slow Earthquakes 2018

Joint Workshop on Slow Earthquakes 2018

 ３．学会等名

Ando, R.

Toh, A., W. Chi, and S. Ide

 ２．発表標題

 ２．発表標題

Uemura K., S. Ide, and H. Aochi

Morikami, S., and Y. Mitsui

Joint Workshop on Slow Earthquakes 2018

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

Brittle-plastic heterogeneity model for depth-dependent modes of slow earthquakes

Relations between shallow VLFEs and tremors,based on near-field BBOBS records

Criticality of Self-similar Earthquake Rupture Propagation against Energetic Barrier

Decay characteristics of afterslip and aftershocks following the 2011 Tohoku Earthquake

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2018年

2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名
Joint Workshop on Slow Earthquakes 2018

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Joint Workshop on Slow Earthquakes 2018

Aso, M., N. Aso, and S. Ide

Romanet, P., and S. Ide

Chang, T., and S. Ide

Nakata, R., H. Hino, T. Kuwatani, S. Yoshioka, M. Okada, and T. Hori

Joint Workshop on Slow Earthquakes 2018

Joint Workshop on Slow Earthquakes 2018

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

Focal mechanisms and seismicity of LFEs on Parkfield

New Tremors Detection in New Zealand

A Common Axis Study on Mainshock Slip and Aftershock Distributions

Discussion based on spatial distribution of long-term slow slip events beneath the Bungo Channel

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2018年

2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

SCEC 2018 Annual Meeting

The European Seismological Commission 36thGeneral Assembly

The European Seismological Commission 36thGeneral Assembly

Aso, M., N. Aso, and S. Ide

Ide, S.

Nishikawa, T., and S. Ide

Aso, N., R. Ando, and S. Ide

Asia Oceania Geosciences Society 15th Annual Meeting

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Focal mechanisms and seismicity of LFEs in Parkfield

Moment Tensor Solutions Determined For Broadband Slow Earthquakes

Slow slip events and triggered earthquakes nearby the M7 Ibarakioki, Japan, earthquakes

Stochastic Dynamic Modeling to Reproduce Variability of Earthquakes



2018年

2018年

2018年

2018年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Asia Oceania Geosciences Society 15th Annual Meeting

日本地球惑星科学連合2018年大会

日本地球惑星科学連合2018年大会

 ３．学会等名

Ide, S., and S. Yabe

Yabe,S., and S. Ide

 ２．発表標題

 ２．発表標題

Mitsui, Y.

Nakata, R., H. Hino, T. Kuwatani, S. Yoshioka, M. Okada, and T. Hori

Asia Oceania Geosciences Society 15th Annual Meeting

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

A Two-dimensional Probabilistic Cell-Automaton Model for Slow Earthquakes

Slip behaviors of the frictionally heterogeneous fault in the pre- and post-seismic period

Long-lasting effect of large earthquake on interval modulation of adjacent slow slip event

Geodetic Data Inversion for Spatial Distribution of Long-term Slow Slip Events Beneath the Bungo Channel, Southwest Japan,
Using Sparse Modelling

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2018年

2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名
日本地球惑星科学連合2018年大会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本地球惑星科学連合2018年大会

Aso. M., N. Aso, and S. Ide

Chang, T., and S. Ide

Romanet, P., and S. Ide

中野優・矢部優

日本地球惑星科学連合2018年大会

日本地球惑星科学連合2018年大会

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

Amplitude evaluation of stacked waveforms of LFEs at Parkfield: Toward estimating focal mechanisms

Towards a Robust Slip Inversion Through Bootstrapping: Application of 4 Very Large Earthquakes

Newly detected tremors in Puysegur and Malbourough fault system (New Zealand)

Event size distribution of shallow very-low-frequency earthquakes off the Kii Peninsula

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2018年

2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本地球惑星科学連合2018年大会

日本地球惑星科学連合2018年大会（招待講演）

日本地球惑星科学連合2018年大会

Banay, Y., S. Yoshioka, M. Tanaka, and Y. Ji

Nakata, R., H. Hino, T. Kuwatani, M. Tanaka, S. Yoshioka, M. Okada, and T. Hori

村松雛子・三井雄太

Morishige, M.

日本地球惑星科学連合2018年大会

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Postseismic displacement field associated with the 2011 Tohoku-oki earthquake by temperature dependent viscosity model

Spatial distribution of long-term slow slip events beneath the Bungo Channel under sparsity constraints (II)

Widespread changes in deep intraslab seismicity along the Tonga trench

Importance of a thin, low viscosity layer on top of the slab for rock deformation and fluid migration in subduction zones



2018年

2018年

2018年

2018年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本地球惑星科学連合2018年大会

日本地球惑星科学連合2018年大会

日本地球惑星科学連合2018年大会

 ３．学会等名

Aso. N., R. Ando, and S. Ide

渡邊識・三井雄太

 ２．発表標題

 ２．発表標題

Uemura K., S. Ide, and H. Aochi

Okuda. T., and S. Ide

日本地球惑星科学連合2018年大会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

New dynamic model of slow earthquakes considering stochasticity in rupture simulation

Estimation of block boundaries around the Izu Peninsula based on GNSS data using hierarchical and non-hierarchical cluster
analyses

Criticality of cascade-up and its dependence on velocity on various fault geometry

Rupture process variability of repeating earthquakes at subduction zone

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2018年

2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名
日本地球惑星科学連合2018年大会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本地球惑星科学連合2018年大会

秋山 峻寛・吉岡 祥一・田中 もも

Banay, Y., S. Yoshioka, and Y. Ji

奥脇亮・八木 勇治

松川滉明・八木勇治・笠原 天人・Enescu Bogdan

日本地球惑星科学連合2018年大会

日本地球惑星科学連合2018年大会（招待講演）

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

GNSSデータを用いた日本列島の歪速度場の時空間変化

3D Rheology effects on postseismic viscoelastic surface displacement fields in subduction zones

Shallow intraslab normal faulting: Rupture process of the Mw 8.1 2017 Chiapas Mexico earthquake

Stress Release and Rebuilding Processes of Mega-thrust Earthquake and Periodic Slowslip Detected by Focal Mechanism Patterns

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2018年

2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本地球惑星科学連合2018年大会

日本地球惑星科学連合2018年大会

日本地球惑星科学連合2018年大会

下條賢梧・Enescu Bogdan・八木勇治・武田哲也

清水宏亮・八木勇治・奥脇亮・深畑幸俊

小森純希・宍倉正展・安藤亮輔

松澤孝紀・田中愛幸・芝崎文一郎

日本地球惑星科学連合2018年大会

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

2011年長野県北部の地震(Mw 6.2)の核形成過程

モーメントテンソルの時空間分布を推定するインバージョン解析法の開発: 2013年パキスタン・バローチスターン地震への適用

海岸段丘の新たなDEM表現と数値的検出手法―房総半島沼段丘群への適用

短期的スロースリップイベントの繰り返し挙動への周期的な応力擾乱の影響



2018年

2018年

2018年

2018年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

スロー地震学C01班研究集会

スロー地震学C01班研究集会

スロー地震学C01班研究集会

 ３．学会等名

麻生未季・麻生尚文・井出哲

有吉慶介

 ２．発表標題

 ２．発表標題

Uemura K., S. Ide, and H. Aochi

植村堪介・井出哲・青地秀雄

European Geoscience Union General Assembly 2018

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

パークフィールドでの低周波地震のスタック波形の振幅評価, スロー地震研究会

Quantitative relationship between slow earthquake migration speed and frictional properties

Criticality of cascading-up and its dependence on rupture velocity

カスケードアップの臨界性とその速度依存性

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2018年

2018年

2018年

2017年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名
2017 American Geophysical Union Fall Meeting（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

New ZealandーJapan Joint workshop on Slow Slip（国際学会）

Ide, S.

Matsuzawa, T., Y. Tanaka, and B. Shibazaki

Shibazaki, B., L. Wallace, I. Hamling, Y. Kaneko, Y. Ito, and T. Matsuzawa

Kaneko, L., S. Ide, and M. Nakano

New ZealandーJapan Joint workshop on Slow Slip（国際学会）

New ZealandーJapan Joint workshop on Slow Slip（国際学会）

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

Slow slip around the World slow earthquakes and tremors in New Zealand

Numerical simulation of the effect of earth tides on short-term slow slip events in the Shikoku region

Modeling slow-slip events and their triggering by the Kaikoura earthquake along the Hikurangi subduction plate interface

Slow earthquakes in microseism frequency band (0.1-2 Hz) off the Kii peninsula

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2017年

2017年

2017年

2017年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

2017 American Geophysical Union Fall Meeting（国際学会）

2017 American Geophysical Union Fall Meeting（国際学会）

2017 American Geophysical Union Fall Meeting（国際学会）

Chang, T., and S. Ide

Yagi, Y., and R. Okuwaki

Okuwaki, R., A. Kasahara, and Y. Yagi

Shimizu, K., Y. Yagi, R. Okuwaki, and A. Kasahara

2017 American Geophysical Union Fall Meeting（国際学会）

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Source Inversion of Very Large Earthquakes Using Empirical Green’s Function Approach with Bootstrapping

Demonstration of improved seismic source inversion method of tele-seismic body wave

Potency backprojection

Flexible kinematic earthquake rupture inversion of tele-seismic waveforms: Application to the 2013 Balochistan, Pakistan
earthquake



2017年

2017年

2017年

2017年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

2017 American Geophysical Union Fall Meeting（国際学会）

2017 American Geophysical Union Fall Meeting（国際学会）

2017 American Geophysical Union Fall Meeting（国際学会）

 ３．学会等名

Yabe, S., and S. Ide

Ariyoshi, K., R. Burgmann, J. Ampuero, T. Matsuzawa, A. Hasegawa, R. Hino, and T. Hori

 ２．発表標題

 ２．発表標題

Ide, S., and A. Takeo

Nakano, M., T. Hori, E. Araki, S. Kodaira, and S. Ide

2017 American Geophysical Union Fall Meeting（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

Various slip behaviors in the frictionally heterogeneous fault model

Quantitative relationship between slow earthquake migration speed and frictional properties

Characteristics of broadband slow earthquakes explained by a Brownian model

Shallow very-low-frequency earthquakes accompanied with slow slip event along the plate boundary of the Nankai trough

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2017年

2017年

2017年

2017年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名
2017 American Geophysical Union Fall Meeting（招待講演）（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

2017 American Geophysical Union Fall Meeting（国際学会）

Aso, N., R. Ando, and S. Ide

Maury, J., S. Ide, V. M. Cruz‐Atienza and V. Kostoglodov

Matsuzawa, T., Y. Tanaka, and B. Shibazaki

Yamashita, F., E. Fukuyama, S. Xu, H. Kawakata, K. Mizoguchi, and S. Takizawa

2017 American Geophysical Union Fall Meeting（国際学会）

2017 American Geophysical Union Fall Meeting（国際学会）

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

Stochastic dynamic modeling of regular and slow earthquakes

Spatio-temporal variations in slow earthquakes along the Mexican subduction zone

Numerical study of the effect of earth tides on recurring short-term slow slip events

Two types of foreshock activities observed on meter-scale laboratory faults: Slow-slip-driven and cascade-up

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2017年

2017年

2017年

2017年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Workshop: Frontiers in Studies of Earthquakes and Faults（招待講演）（国際学会）

Workshop: Frontiers in Studies of Earthquakes and Faults（国際学会）

東京大学大気海洋研究所共同利用研究集会「地球環境と固体地球のかかわり」

Ide, S.

Chang, T., and S. Ide

吉岡祥一・田中もも

福山英一・土田琴世・川方裕則・山下太・溝口一生・徐世慶

日本地震学会2017年度秋季大会

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Scaling relations of fast and slow earthquakes

Source Inversion of Very Large Earthquakes Using Empirical Green’s Function Method and Bootstrap Technique

テクトニックな変動から推定した2011年東北地方太平洋沖地震前のプレートの固着状態と非地震性すべりの時空間分布

２次元地震破壊伝播の実験室における直接観察



2017年

2017年

2017年

2017年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本地震学会2017年度秋季大会

日本地震学会2017年度秋季大会

日本地震学会2017年度秋季大会

 ３．学会等名

松澤孝紀・田中愛幸・芝崎文一郎

宮本彩加・三井雄太

 ２．発表標題

 ２．発表標題

村松雛子・三井雄太

山下太・福山英一・徐世慶・溝口一生・川方裕則・滝沢茂

日本地震学会2017年度秋季大会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

短期的スロースリップイベント挙動に対する地球潮汐の影響の数値モデルによる評価

本震前後の地震活動の時空間パターンを特徴づける解析手法の検討

トンガ海溝における深いスラブ内地震活動の時間変化

メートルスケールの岩石模擬断層で観察された破壊過程と断層面の状態が及ぼす影響

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2017年

2017年

2017年

2017年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名
日本地震学会2017年度秋季大会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本地震学会2017年度秋季大会

三井雄太

矢部優・井出哲

金子りさ・井出哲・中野優

Chang, T., and S. Ide

日本地震学会2017年度秋季大会

日本地震学会2017年度秋季大会

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

平行する複数のすべり面の弾性相互作用に関する数値実験

摩擦不均質モデルによる前震・余震生成（The genesis of foreshocks and aftershocks in the frictionally heterogeneous fault
model; in Japanese）

紀伊半島沖における脈動帯(0.1-2Hz)でのスロー地震

Slip Inversion of Very Large Earthquakes Using Empirical Green’s Function Approach and Bootstrapping

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2017年

2017年

2017年

2017年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本地震学会2017年度秋季大会

日本地震学会2017年度秋季大会

日本地震学会2017年度秋季大会

植村堪介・井出哲・青地秀雄

奥田貴・井出哲・内田直希

西川友章・井出哲

麻生 未季・麻生 尚文・井出 哲

日本地震学会2017年度秋季大会

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

動的な臨界クラックサイズと階層円形パッチモデルの破壊連鎖

茨城県那珂沖で発生する中規模繰り返し地震の震源過程の揺らぎ

メキシコ海溝の群発地震とスロースリップの関係

パークフィールドの低周波地震のスタック波形　－メカニズム推定に向けて－,



2017年

2017年

2017年

2017年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本地震学会2017年度秋季大会

日本地震学会2017年度秋季大会

日本測地学会第128回講演会

 ３．学会等名

中野優・堀高峰・荒木英一郎・小平秀一・井出哲

森上竣介・三井雄太

 ２．発表標題

 ２．発表標題

麻生 尚文・安藤 亮輔・井出 哲

井出哲・竹尾明子

日本地震学会2017年度秋季大会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

南海トラフにおける浅部スロースリップと同期して発生する浅部超低周波地震

沈み込み帯プレート境界における大きな地震直後の断層すべり速度：改良大森則のような時間的減衰

通常の地震とスロー地震の確率論的動的モデル

ブラウニアンモデルが説明する広帯域スロー地震の特徴

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2017年

2017年

2017年

2017年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名
Joint Workshop on Slow Earthquakes 2017（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本測地学会第128回講演会

三井雄太・森上竣介

Ide, S.

Yabe S., and S. Takemura

Kaneko, L., S. Ide, and M. Nakano

Cargese Summer School EARTHQUAKES: nucleation, triggering, rupture, and relationships to aseismic processes（招待講演）（国
際学会）

Wave propagation / Structural heterogeneity workshop（国際学会）

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

Elastic net 正則化による地殻変動インバージョン解析のテスト

Diversity and universality of slow earthquakes

短波長不均質を考慮した理論波形を用いた深部低周波地震のメカニズム解推定(Focal mechanism estimation of low frequency
earthquake with short-wavelength heterogeneity of seismic velocity structure; in Japanese)

Slow earthquakes in microseism frequency band (0.1-2 Hz) off Kii peninsula

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2017年

2017年

2017年

2017年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Joint Workshop on Slow Earthquakes 2017（国際学会）

Joint Workshop on Slow Earthquakes 2017（国際学会）

Joint Workshop on Slow Earthquakes 2017（国際学会）

Ide, S., and A. Takeo

Shibazaki, B., L. Wallace, I. Hamling, Y. Kaneko, Y. Ito, and T. Matsuzawa

Aso, M., N. Aso, and S. Ide

Yabe,S., and S. Takemura

Joint Workshop on Slow Earthquakes 2017（国際学会）

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Characteristics of broadband slow earthquakes explained by a Brownian model

Modeling slow-slip events and their triggering by the Kaikoura earthquake along the Hikurangi subduction plate interface

Stacking LFEs at Parkfield: Toward Estimating Focal Mechanisms

Focal mechanism estimation of low frequency earthquake using stacked envelope waveform



2017年

2017年

2017年

2017年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Joint Workshop on Slow Earthquakes 2017（国際学会）

Joint Workshop on Slow Earthquakes 2017（国際学会）

Joint Workshop on Slow Earthquakes 2017（国際学会）

 ３．学会等名

Nishikawa, T., and S. Ide

Tanaka, M., and S. Yoshioka

 ２．発表標題

 ２．発表標題

Chang, T., and S. Ide

植村堪介・井出哲・青地秀雄

Joint Workshop on Slow Earthquakes 2017（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

Recurring slow slip events and earthquake nucleation in the source regions of the M7 Ibaraki-Oki earthquakes inferred from
seismicity

Spatiotemporal distribution of interplate locking and aseismic slip prior to the 2011 Tohoku-Oki earthquake

Slip Inversion of Tohoku-Oki Earthquake and its Possible Contribution to Understanding of Slow Earthquakes

Dynamic nucleation zone size and the probability of cascade-up

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2017年

2017年

2017年

2017年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名
Joint Workshop on Slow Earthquakes 2017（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Joint Workshop on Slow Earthquakes 2017（国際学会）

Mitsui, Y.

Sato, K., S. Yoshioka, and H. Aochi

Ariyoshi, K., T. Matsuzawa, R. Burgmann, A. Hasegawa, R. Hino, and T. Hori

Aso, N., R. Ando, and S. Ide

Joint Workshop on Slow Earthquakes 2017（国際学会）

Joint Workshop on Slow Earthquakes 2017（国際学会）

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

Elastic interaction of parallel micro-faults in occurrence of slow and small earthquakes

On spatial distribution of dynamic rupture parameters for the 2016 Tottoriken-chubu earthquake

Quantified relationship between frictional properties & slow earthquake migration speed

Numerical simulation of stochastic dynamic triggering to explain both regular and slow earthquakes

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2017年

2017年

2017年

2017年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

International Meeting on “High-Dimensional Data-Driven Science（国際学会）

IAG-IASPEI 2017（国際学会）

IAG-IASPEI 2017（国際学会）

Hori T., R. Nakata, H. Hino, T. Kuwatani, S. Yoshioka, and M. Osada

Sato, K., S. Yoshioka, and H. Aochi

Suenaga, N., S. Yoshioka, and T. Matsumoto

Morikami, S., and Y. Mitsui

IAG-IASPEI 2017（国際学会）

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Geodetic invention for spatial distridution of slow earthquakes under sparsity constraints

Geodetic invention for spatial distridution of slow earthquakes under sparsity constraints

Two-dimentional thermal modeling associated with subduction of the Philippine Sea Plate beneath southern Kyushu, Japan

Slip velocities of early afterslips in northeastern Japan



2017年

2017年

2017年

2017年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

IAG-IASPEI 2017（国際学会）

IAG-IASPEI 2017（国際学会）

IAG-IASPEI 2017（国際学会）

 ３．学会等名

Ide, S., S. Yabe, and Y. Tanaka

Matsuzawa, T., and T. Takeda

 ２．発表標題

 ２．発表標題

Ji, Y., and S. Yoshioka

Tanaka, M., S. Yoshioka, and Y. Nishino

IAG-IASPEI 2017（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

Tidal controls on earthquake size-frequency statistics

A trial application of analog seismograms of the Kanto-Tokai observation network for crustal observation to the detection of
deep low frequency tremor

Interplate thermal regime and slab dehydration at the source region of episodic tremor and slow slip events in the Cascadia
subduction zone,

Spatiotemporal distribution of locking and aseismic slips prior to the 2011 Tohoku-oki earthquake,

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2017年

2017年

2017年

2017年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名
Workshop on the corroborative project between Japan and Mexico: Hazard Assessment of Large Earthquakes and Tsunamis in the
Mexican Pacific Coast for Disaster Mitigation（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名
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